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は じめ に

近 年、大気や 海洋等 の 数値データ は イ ン ターネ ッ ト

上 で 提供 され る こ とが 多い 。デー
タが フ ァ イ ル とし

て ダ ウ ン ロ
ー

ドで きる の に加 え、手 元 の 計算機上 の

デ
ー

タ も含め て シ
ーム レ ス に解析 ・可視化する こ と

が 出来れ ば、さらに便 利で 、研 究 の 効率 も上 が る で

あ ろ う。

　そ れ を 実現 す る 既 存 の ソ フ トウ ェ ア と し て

OPeNDAPIDODS があ る（以下 DODS ）。DODS は、

大気・海洋で用 い られ る数値デー
タ の 構造 を整理 し 、

あ る程度統
一

された 「遠隔オ ブ ジ ェ ク ト」 とし て ア

ク セ ス を許す 。 NetCDF 型 の データ構 造 を持 つ 場 合

は 、DODS 対応版の NetCDF ク ライ ア ン トライブ

ラ リを用 い る こ とで 、手 元 の データ も遠隔デ ータ も

同 じ よ うに ア ク セ ス で き る。
一方、Web ベ ー

ス の デー
タ提供 ソ フ トとして 、近

年 Live　Access　Server （LAS ）の 普及 が 進ん で い る。

LAS は Web ブ ラ ウザ で ア クセ ス し、簡単 な検 索と

解析 ・
可視化を行 うこ とが で きる。また、DODS を

取 り込 ん で お り、 （NetCDF 等 が 扱 え る）利用 者 の

プ ロ グ ラ ム か らデ
ー

タ へ の ア ク セ ス も可能で あ る 。

我 々 は LAS をさら に 進め、　 Web で の データ提供

か ら手 元 のデー
タ解析 ま で を シー ム レ ス に行える ツ

ール GfdnaVi を開発 して い る。　Gfdna　Viで は さ らに、

デー
タ か ら得 られ る可視化結果等 も有機的にデー

タ

ベ ース （DB ）に取 り込 め るな ど 、 よ り広 い 利用に 対応

し、知識 の 共有や学際的な協力、
一

般 向けの 情報提

供な ど に も役 立 つ で あ ろ う。

G団 navi の概要

GfdnaVi は、　 Web 開発 フ レーム ワーク Ruby　on

Rails（以 下 Rails） と 、 以前よ り我 々 が 開発 して き

た地 球流体デー
タ解析 可視化 ライ ブラ リ GPhys を

組み合 わせ て 開発 した。Rails は 、オブ ジ ェ ク ト指

向言語 Ruby で書かれ 、関係 DB を用 い る Web ア プ

リケ
ーシ ョ ン を素早 く開発 で き る、高機能な開 発 フ

レーム ワ ーク で ある。一
方 、GPhys を使 うこ とで 、

NetCDE 　GrADS ，　grib等の データを、フ ァ イル 形式

に依存 しない 形 で 統
一

的に扱 うこ とが で きる 。

　Gfdnavi は次の よ うな特徴 を持っ 。

　●　対象デー
タを収め るデ ィ レ ク トリツ リ

ー
を ス

　　　キ ャ ン し て 自動的に メ タデータ （含 時空 間情

　　　報 ）を抽 出 し、親子 関係 も含め て DB 化 す る 。

　　　こ の た め立 ち上 げは容易 で あ る。

●

●

検索、デ ータ解析 ・可視化、利用者 とデ
ー

タ

の 管理 等が Web ブ ラ ウザ で 行 え る ユ ーザイ

ン タ フ ＝
一

ス を持 つ 。解析 ・可 視化結果等 を

ダウ ン ロ
ー

ドで きる ほ か 、ア カ ウ ン トが あれ

ばそれ らをサ
ーバ に保存で きる 。 さ らに 、 図

を再現す る URL を取得で きるな ど、情報交

換 をサ ポー
トす る

。

Apache で 動 作す るほか 、　 Rails付属 の Web

ブ ラ ウザが 同梱 されて お り、任意ポ
ー

トで簡

単にサ
ーバ を立ち上 げ られ る 。

こ の た め 、一

般 向け の デ
ー

タ公 開 サ
ーバ 構 築か ら、個人 の

PC に 閉 じ た利用 ま で をサ ポー トす る 。

Gfdnavi の 開発 はまだ始 まっ た ばか りで ある。今後

は 、機能増強に加 え、次 の 開発 を計画 し て い る。

●

●

Gfdnavi 間 の 相互 接続 。デー
タをネ ッ トワー

ク横断 で 検 索 ・利用 で き る よ うにす る 。
こ れ

で 各 自の PC 上 の Gfdnaviで遠隔 デー
タ も同

時に 利用で きる よ うに なる。

デー
タ か ら得 られ る様 々 な形 の 知見情報や可

視化手 法 の DB 化 と、　 RSS 生成 な どに よる情

報発信 機能や 情報交換機 能の 実現 。

　図に現在 の GfdnaVi の ス ク リー
ン シ ョ ッ ト例を示

す。GfdnaViは http：〃www ．g£d−dennou．org ！archl

davis！gfdnavi ノに て公開 して い る 。
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　 　 図 ；GfdnaViの ス ク リ
ー

ン シ ョ ッ ト
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